




⑤補災の内容lさ

笏 生活•生命に
かかるもの

生活•生命
以外

分析

被災状況の内容を確認すると、生活や生命に直

接関わるもの（家の中、屋根の瓦）が4襲

背景について

庭などの敷地内に僧木があっても、後処理な

どの片づけが長引く揚合、話し相手がいないだけ

に不安が募り、持ち主のI�＼は病んでいく事例があ

る対策

生活や生命に関わるものが優先となる。庭など

に昔の懐かしき思い出があるだけに荒れ状態をな

がめるたびに1屈I身不調を招き、不安も勢る。ろう

者の場合、話し相手などの支援が必要となる。

⑥避難行動専支援者を知っているか

笏 lさい

知らない
.““‘“”””が必i名(t-；'““ルZグ、9;“‘““力·99ーグ｀ 

分析

「わからない」と「知らない」の両方を合わせ

て70％以上にもなる。

背景について

その言葉を初めて間くと言う人もいる。ろう

者であれば自動的に登録される制度であるが、知

らされていない。しかも期域からの支援を期待し

ていないという声も根強い。

対策

難解な用語なので、内容を理解してもらうには

どうしたらいいか、市町村と当センタ ー （情報提

供施設）との連携で説明会を設け、制度仕組みな

どの理解を広めていくことが彩要と思われる。
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⑰補災部分の対処について

笏業者に修理依頼

自分で対処

隊長Dり合いに頼んだ

笏とのまま

分析

知り合いに頼んだり、自分で対処したり、 

放置したり..(J)人が60％強。

背景について

手話が分からない業者に修繕の内容を説明

するのは難しく、手話通訳を付けてもトラブ

ルが出たりする。それならば矧り合いに頼ん

だり自分で対処した方が手っ取り早いと判断

する事例が多い。それが原因で自分だけ対処

しようとして屋根から滑り落ちて入院しだ事

例が出ている。

対策

ろう者は自立自助で対処しようとすること

が多い事例のひとつである。県センタ ー ・地

域協会と行政の連携が必要。

⑫福祉避難所と一次避難所について知っているか

笏 RDっている

知らない

笏意味がわからない
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分析

　知っているのとの回笞が61%。しかし、制度の

仕紺みや区別をほとんど知らないのが実情である。

背景について

一次避難所に避難してもコミュニケージョンが

難しく、情報も入りにくいとの課題は依然として強
い。とりわけ一次避難所内で人の通行時の足音
（振動）がうるさくて眠れないため、避難所への移
動を拒絶する事例がある。

対策

　「振動に伴う騒音被害」などろう者特有の生活感
覚への配慮が必要であり、この啓発的活動が必要で

ある。



⑰福祉避難所・一時避難所の情報lさ持っているか

忽持っている

持っていない

移市役所から教えて
もらった

分析

情毅を持っている、行政に教えてもらったと

いう人が8割弱。

背景について

情報を持っていると笞えた約半数は行政から

知り得た情報と思われる。ただ、 2割強の人が

情報を持っていないとの回答が出ている。

対策

避難所の内容の理解をしてもらうことも彩

要。福祉避難所といえども手話通訳が付くかど

うか、ろう者への配慮も付いているかどうか

等閃。福祉避難所は闘こえない人だけではない

などといった事前の説明や情報提供で理解して

もらうことが必要。相互理解を深めていくため

にも、平常時の啓発活動が大事。

--わかろ糾Iユ炉11···

闊こえ切lゆえlし
I 8ころから教えてあげているからわかっているよね。

分からないことがあれ1さ質問して下さいね。

� � 

閾こえる人

これまでの情報がないから、急に「罹災証明書」

「避難行動専支援者」と言われてもわからない。

何と質問したらよいのか、書く0が難しい。

.`’` 

- -

·鼻
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戸
聴覚陣害者

このようなことが今國の調査で浮さ彫りに…看過出来ない実態が！
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このアンケート調査結果を叶て感じたことは…

●ろう者の情報障害やコミュニケーション障害など特性など啓発活動が必要

※まわりに迷惑をかけたくないと思うがあまり
“

わかったふり
＂

の会話

が出たりする事例があった。 手話通訳やピア相談支援が必要となる。

●「災害時避難行動要支援者」「罹災証明書」の他に「手話通訳派遺制度」

もよく知らない ろう者の存在が散見された。 手話通訳付きの説明会開催を。

●聞こえる家族や隣人の偏った情報により、 情報障害が出る事例があった。

●行政からチラシや市広報などで周知に努めている 一方で、 ろう者は周りの話

し声での情報が入らない分、 意味がわからないままに終わった事例が…

●一次避難所や福祉避難所の仕組みや在処などについて手話通訳付きの説明

会が必要である。

●訪問調査を経て、 アンケートの回答だけでは見えない部分も顆在化した。と

くに設置手話通訳者の無い地域では、 情報提供施設との連携を構築しなけれ

ばならない。（情報提供施設のサテライトづくりとか）

似J:O)？ンケート調査It台風で直接植災を曼IfE蟻械を対象に行↓＼ましだ。

A．台風の進 東総支部

中央支部

南総支部

地理的にAの台風の進路の下（雨側）が大さな被災を受けたことから
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